
第５分科会の概要Ⅶ

44 まなびピア 2011/ 報告書

　震災ボランティアとして現地で活動している若者や支援者である行政・ＮＰＯ及 びこれから参加を希望
する学生等を対象に、活動を通じた若者の成長や学びと今後 の可能性について研究協議するとともに、次
代を担う若者等のネットワークづくり を進めました。

テーマ：震災ボランティアと若者たち
　　　　～その学びと支援を考える～

開 催 日　　平成23年11月５日（土）～６日（日）

会　  場　　旧文部省庁舎６階　第二講堂

趣旨・概要

分科会内容

平成23年11月５日（土）

⑴　トークセッション
　　「東日本大震災から240日、若者たちと震災ボランティア」
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■田村　太郎 氏　（東日本大震災復興対策本部事務局ボランティア班企画官）
（主な内容）　　
○　震災ボランティアは直後の物資提供や泥かき、片づけがあまりにも分
かりやすいので、そこにばかり注目する。しかしながら、これからおそ
らく２年以上続く仮設住宅での生活をどうやって乗り切っていくのかが
重要である。
○　地域にいる中高生たちが中心になって、これからの復興を議論してい
くことが大事である。６月に石巻で復興を議論するワークショップを開
催したが、大人が出す復興アイディアは当たり障りのないものが多くて
面白くない。中高生の自分たちの住みたいまちは、本当に具体的で面白
かった。
○　先ず行動してみることが非常に大切で、それが許されるのが若者ではないか。行動する人が評価
される社会にならなければならない。それが独りよがりかどうか、やってみないと分からないこと
もある。

■古賀　正義 氏　（中央大学教授）
（主な内容）　　
○　若者たちの支援活動は有意義だったが、ネット上で「スラックティビ
ズム」と呼ばれるような、実際には何の役にも立たないことをしている
にもかかわらず、貢献したつもりだけになるというような問題や、仲間
がやっているからということで、仲間だけで盛り上がってしまうという
問題も生み出していた。
○　震災後、多くの地方や地域で、地に足の着いた支援も始まっている。
経済的支援と精神的支援の両面を見つめてボランティアをしようという
動きである。最後までの生活再建支援をスローガンにしながら、独りよ
がりでない、被災者の現状にあった支援を試みている。
○　ボランティアを通じて、問題を抱えた方々の気持ちと自分の弱さを体験することが重要である。
自分自身もこの問題に立ったらどれほどひ弱いだろう（「バルネラブル」な存在）ということを共
に感じないと、ボランティアがスタートできない。問題の当事者の気持ちを共に持ちつつ、支援を
していくということが、常に原点である。
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⑵　現地報告
　　若者たちの活動と学び

■伊藤　航 氏　（学生団体　福島大学災害ボランティアセンター）
（主な内容）　
○　仮設住宅の集会所を借用して足湯活動を行っている。足湯に浸かって
いる時に、ハンドマッサージをしながら会話して、その内容を「つぶや
きカード」に記録する。この「つぶやきカード」を行ってから、例えば
避難している方の悩みや、心に傷を負った方の思いを足湯活動が聞く場
になっている。

■上田　英司　氏 氏　（ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ事務局長）
（主な内容）
○　活動の４つの特徴は、①現地宿泊型でグループ活動している、②大学
生を中心とした若者が主体のボランティア組織である、③２週間サイク
ルの活動を継続して実施する、④必ずボランティアコーディネーターを
通すことである。
○　今回の災害ボランティアで一番大きな学びは、家族だったり、地域だっ
たり、今まで忘れていたものを、被災された方々が本当に助け合って生
きていくという姿を、若者が目の当たりにしたこと。この学びは知識を得たり、人生経験をつんだ
り、そういった以上の哲学的な意味合いを若者たちにもたらした。

■西尾　雄志 氏　（日本財団学生ボランティアセンター　センター長）
（主な内容）
○　大人数で作業すれば、片付くのは片付くだろうが、被災者の心への響
き方が、学生とそのほかの者では違うのではないか。
○　内閣府の調査によると、社会の役に立ちたいという若者が、およそ
30年前の倍近くになっている。役に立ちたいと思っているけど、実際
にやっているのかというとかなり数が減ってしまう。これが学生ボラン
ティア支援の大きなポイントになっていくのではないか。
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⑶　熟議（ワークショップ）
　若者の震災ボンランティアの経験と学びや関係機関・団体の支援方策、今後のボランティア活動の在
り方と支援について熟議しました。

【若者にとって震災ボランティアの経験と学びとは？】
○　相手のために何ができるのか本気で考える機会
○　生活しやすい街のつくり方が見える
○　初めて他者を意識する経験
○　適度な使命感
○　自分のこれからにとって、自信の源となるもの
○　知らない自分を発見できる

【経験と学びをいかに共有しネットワーク化していくか？】
○　ＳＮＳを利用した日々の細かい連絡の取り合い
○　作成したもの、使用したもののデータをいつでも見ら
れるようにしておく
○　全国規模の既存の団体と協力して対面できる場づくり
○　定期的に顔を合わせることで仲間意識の共有

【若者ならではの役割とは？】
○　トライアル＆エラーができる
○　三世代交流のかなめ
○　子どもに近い存在
○　深く考えすぎずに行動できる
○　新しい公共の担い手

熟議で出された主なコメント
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独立行政法人国立青少年教育振興機構
（国立青少年教育振興機構の取組）

岩手県立大学学生ボランティアセンター
（いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴプロジェクト）

ＳＹＤ（公益財団法人修養団）
（活動の様子）

平成23年11月６日（日）

⑷　震災ボランティアネットワークセッション
　学校や学生団体、ＮＰＯ法人など18団体がブースを出展し、活動を紹介するとともに、参加者間の
ネットワークづくりを進めました。

　出典団体等によるポスター例

明治大学震災復興支援センター

浦安ボランティア活動拠点

　2011 年 6 月、明治大学内に震災復興支援センター 浦安ボランティア活動拠点が設立されました。本

拠点は被災した東北地方、および液状化現象で道路が破壊され、多くの家屋が傾くなどの大きなダメージ

を受けた千葉県浦安市の復興支援を目的とした、本学の大学生によるボランティア活動の実践の場となっ

ております。

　明治大学は東日本震災後に「ボランティア実習」講座を設けました。前期、夏休み、後期にわけて行わ

れる本授業の履修者、および履修はしていないけど復興支援に興味があったり、ボランティア活動を行い

たい学生が、本拠点を通じて浦安や東北で活動を行っています。

　本拠点では一般市民の方々をはじめ、市民団体、ＮＰＯ等と連携しながら、その活動の場を拡げています。

浦安市からも後援として協力いただいております。６月からの活動を振り返ります。

１）学生による浦安でのボランティア活動

　　　　浦安の被災調査。修復状況調査等

２）被災地（浦安市，東北各地域）との連携

　　　○東北被災地サポートマルシェ（毎週土日）

　　　　　東北の経済・雇用促進のため、商品・産物を大学生が毎週販売。

             　　隣接商店での販売。平日は拠点内で販売

　　　○浦安商品販売

　　　　　浦安の商品販売，および学生が企業と協力して新商品を開発・販売

　　　○被災地写真展示

　　　　　浦安および東北被災地の写真を展示し，復興の状況をレポート

　　　○講演会・発表会

　　　　　本学教員による講演や学生の活動発表

３）様々なイベントの開催

　　　　被災地を盛り上げるためのイベントを開催。下記は一例。

　　　　　・〈マジックショーの開催〉

　　　　　　岩手県大船渡市、および浦安にて夏に開催。小さな子どもたちのいる家族を対象にマジックショーを開催。

　　　　　　演者は明治大学職員で、国際的にも活動するマジシャンが担当。

　　　　　・〈マンガ寺子屋の開催〉

　　　　　　岩手県大船渡市、および浦安にて、子どもたちを対象に健やかな心の育むことを目指して、マンガを通して

　　　　　　大学生とふれあいの場を提供。

４）被災地とのテレビ電話回線の設定とテレビ会議の実行

　　　　テレビ電話回線を設置し，東北被災地とテレビ会議被災地市民と直接の情報交換。サポートの依頼を受け，ボランティア支援
５）子ども教育支援
　　　　浦安小中学生の教育支援。子どもたちに大学生が指導
６）高齢者支援
　　　　買い物支援や心の癒し活動の実践

 ★浦安ボランティア活動拠点   概要★　
○場　  所  ：千葉県浦安市今川 1-13-15  パームテラス 101       ○設立目的：本学大学生による被災地支援活動の実践

○開館時間：毎週 月・木・金・土・日 10:00－17:00　　　　○閉 館 日  ：毎週 火・水曜日　　　　　　　　　　　　　　   

○拠点連絡  ：℡ : 047-321-6652　Fax : 047-321-6685　　　　○大学問い合わせ先：教学企画事務室（震災復興支援センター）

                     　e-mail : u_marche@meiji.ac.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　  ℡：03-3296-4228                                              

活動内容

2011 年 6 月 5日オープニングセレモニー・テープカットの様子。
松崎秀樹浦安市長（中央）、伊藤光明治大学副学長（右から二番目）

明治大学震災復興支援センター浦安ボランティア活動拠点
（明治大学の震災ボランティア活動）
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　出典団体

No 団体名称 テーマ

１ 岩手県立大学学生ボランティアセンター
（いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴプロジェクト）

いわてＧＩＮＧＡ－ＮＥＴプロジェクト

２ 宮城教育大学教育復興支援センター 教育復興支援ボランティア活動について

３ 学生団体福島大学災害ボランティアセン
ター

学生団体福島大学災害ボランティアセンターのこれ
までの活動

４ ＮＰＯ法人東京学芸大学こども未来研究所 教育支援人材認証制度と被災地支援

５ 千葉大学ボランティア活動支援センター 千葉大学ボランティア活動支援センターの取組

６ 明治大学震災復興支援センター浦安ボラン
ティア活動拠点

明治大学の震災ボランティア活動

７ 三重学生災害支援団体ｔｅａｍＭ 三重と福島のつながり

８ 京都災害ボランティア支援センター 公と民の平素からの協働

９ 大阪国際大学国際コミュニケーション学部
コミュニケーション学科渡邉ゼミⅢ

がんばろう日本！～今、観光を学ぶ学生に出来るこ
と～

10 全国大学生活協同組合連合会大学生協ボラ
ンティアセンター　

全国の大学生と取り組むボランティア活動

11 岩手県大船渡市立第一中学校 中学生による被災地からの「希望」発信

12 ＮＰＯ法人遠野まごころネット 被災地にできること、遠方からできること

13 ＮＰＯ法人キッズデザイン協議会（ＫＤＡ） キッズデザイン復校支援プロジェクト

14 ＲＱ市民災害救援センター 人と人をつなぐ支援活動ネットワーク

15 ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ（日本国際ワークキャ
ンプセンター）

ワークキャンプによる災害ボランティア

16 日本財団学生ボランティアセンター 東日本大震災学生ボランティアチーム「ながぐつ」

17 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立青少年教育振興機構の取組

18 ＳＹＤ（公益財団法人修養団） Ｌｏｖｅ　ｉｓ　Ａｃｔｉｏｎ
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⑸　クロージングシンポジウム
　　「震災ボランティアと若者たち、その在り方と支援を考える」

　大学やＮＰＯ法人等の若者を支援する機関・団体の視点から、ボランティアを通じた若者の学びと支
援方策について協議しました。

■コーディネーター：
松田　恵示 氏　（東京学芸大学教授）
（主な内容）
○　学生ボランティアを「支える」うえで３つの課題がある。①ボラン
ティアをしたい若者と、ボランティアを必要とする場所をいかに結び
つけるかというマッチングの問題。②ニートやひきこもりなど参加者
の多様性や経験をどう支えていくか。③震災ボランティアとして活躍
した若者たちが今後どこへいくのかという時間軸の問題。

■シンポジスト：
上田　英司 氏　（ＮＰＯ法人ＮＩＣＥ　事務局長）
（主な内容）
○　災害ボランティアから、日常のボランティア活動につながる学生た
ちと、つながらない学生たちの違いはなんだろうかというのを議論し
なければいけない。どういう大人がいれば日常的な活動につながるの
かというところもひとつの出発点になるのではないか。

多田　一彦 氏　（遠野まごころネット副代表）
（主な内容）
○　災害からも学習しなければいけない。それが何につながるのかとい
うと「応用力」。次に使う、活かすとていうことが大事である。良い
検証をすれば、良いビジョンができ、ビジョンがきちんとしなければ
制度ができていかない。制度は使えるだけでは駄目で、使う側が使う
気になるものでなければならない。

白川　優治 氏　（千葉大学普遍教育センター　助教）
（主な内容）
○　学生は、被災地域でのボランティア活動を通じて、専門的な知識や
能力、主体的な役割を果たすための力量を、まだ持っていないことに
気付く。今の自分ができることの限界を知り、無力さに気付くとこと
がボランティア活動を通じて見られる。このことは、「自分がもっと
学んで何か身に着けるべきことがあるのではないか」、「学ぶことに
よって自分のできることが増えるのではないか」との自覚につながる。
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中村　みどり 氏　（立教大学ボランティアセンターコーディネーター）
（主な内容）
○　支援する姿勢として、共に生きることを大切にした支援を行なう。
社会で生きるあらゆる人たち、あらゆる境遇におかれた人たちと共に、
一緒に生きているという実感、それを大切にした支援を行なっていく。

西尾　雄志 氏　（日本財団学生ボランティアセンター　センター長）　
（主な内容）
○　なぜ、学生ボランティアを支援していく必要があるかというと、ポ
イントは２つ。①学生時代、心を痛めて被災地でボランティア活動し
たというマインドを持った人材を多く社会に輩出していくことで、そ
れが社会の底力となって復興への大きな力になる。②学生ボランティ
アの場合、支援する者と支援される者がイーブンの形にもっていくこ
とができやすい。
○　同じガレキ撤去の作業であっても、大人が行うのと若者が行うのと
では、被災者の心への響き方が異なる。若者は大きなメッセージ性や
シンボル性を持っており、被災者が復興しようとする意欲を高めるような影響力がある。
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